
コ
ロ
ナ
、
酷
暑
、
台
風
接
近
を

乗
り
越
え
、
９
月
６
日
、
“
老
朽

原
発
う
ご
か
す
な
！
大
集
会in

お

お
さ
か
”
が
大
阪
市
内
う
つ
ぼ
公

園
で
開
催
さ
れ
た
。
近
畿
・
福
井
・

名
古
屋
や
全
国
の
原
発
現
地
か
ら

駆
け
付
け
た
市
民
・
労
働
者
１
６

０
０
名
が
参
加
し
、
３
４
万
円
を

超
え
る
会
場
カ
ン
パ
も
寄

せ
ら
れ
た
。

司
会
は
、
反
原
発
自
治

体
議
員
・
市
民
連
盟
関
西

の
二
木
洋
子
さ
ん
。

主
催
者
を
代
表
し
て
明

通
寺
住
職
の
中
嶌
哲
演
さ

ん
が
、
「
４
０
年
越
え
の

高
浜
原
発
１
、
２
号
機
と

美
浜
原
発
３
号
機
を
何
と

し
て
も
延
命
阻
止
し
、
福

島
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
ず
、

後
か
ら
来
る
可
愛
い
者
た

ち
の
た
め
に
も
、
老
朽
炉

の
廃
炉
と
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
を
め

ざ
そ
う
」
と
力
の
こ
も
っ
た
挨
拶

を
さ
れ
た
。

続
い
て
木
原
壯
林
さ
ん
（
９
・

６
大
集
会
実
行
委
員
会
）
か
ら
、

「
老
朽
原
発
廃
炉
を
突
破
口
に
原

発
全
廃
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と
提
起
。

「
原
発
は
、
事
故
確
率
の
高
さ
、

事
故
被
害
の
深
刻
さ
、
事
故
処
理

や
使
用
済
み
核
燃
料
処
分
の
困
難

さ
な
ど
、
現
在
科
学
技
術
で
制
御

で
き
る
装
置
で
な
い
こ
と
を
、
福

島
原
発
事
故
が
大
き
な
犠
牲
の
上

に
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
発
が

老
朽
化
す
れ
ば
、
危
険
度
が
急
増

し
ま
す
」
そ
れ
な
の
に
関
電
は
美

浜
３
号
機
を
来
年
１
月
に
、
高
浜

１
号
機
を
同
じ
く
３
月
に
再
稼
働

強
行
し
よ
う
と
企
ん
で
い
る
と
し
、

相
次
ぐ
不
祥
事
を
逆
手
に
再
稼
働

阻
止
、
人
の
命
と
尊
厳
が
大
切
に

さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
そ
う
と
訴
え

た
。関

電
マ
ネ
ー
を
告
発
す
る
会
の

末
田
一
秀
さ
ん
か
ら
は
「
３
３
７

１
人
の
人
が
裁
判
を
起
こ
し
て
い

る
。
原
発
は
ヤ
ミ
の
金
が
な
い
と

動
か
な
い
と
い
う
こ
と
が
ハ
ッ
キ

リ
し
た
」
と
訴
え
。
４
０
年
廃
炉

名
古
屋
訴
訟
市
民
の
会
・
草
地
妙

子
さ
ん
は
、
「
原
子
炉
容
器
片
の

原
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
規
制
委
員

会
は
関
電
は
品
質
保
証
が
あ
る
か

ら
大
丈
夫
だ
と
正
式
に
評
価
せ
ず

合
格
を
出
し
て
い
た
」
と
告
発
。

福
井
原
発
訴
訟
（
滋
賀
）
井
戸
謙

一
弁
護
団
長
か
ら
は
、
「
原
発
安

全
神
話
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

規
制
委
員
会
は
世
界
最
高
水
準
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
甲
状
腺
癌

２
０
０
人
の
発
生
や
、
全
国
に
汚

染
土
は
ば
ら
ま
く
と
い
う
。
い
か

に
杜
撰
で
間
違
っ
て
い
る
か
」
と

報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
老
朽
原
発
の
地
元
か
ら
、

東
海
第
２
原
発
周
辺
住
民
か
ら
も

含
め
訴
え
を
受
け
た
後
に
、
カ
ン

パ
の
訴
え
が
９
・
６
大
集
会
実
行

委
員
会
・
会
計
の
橋
田
秀
美
さ
ん

か
ら
力
強
く
な
さ
れ
た
。
７
年
続

け
て
い
る
若
狭
で
の
“
ア
メ
ー
バ

デ
モ
”
で
の
地
元
の
声
を
木
戸
恵

子
さ
ん
か
ら
、
原
発
賠
償
関
西
訴

訟
原
告
団
、
全
国
の
原
発
現
地
か

ら
の
参
加
者
自
己
紹
介
、
関
西
各

府
県
の
市
民
団
体
の
決
意
表
明
が

続
き
、
「
１
４
５
０
万
人
の
命
の

水
源
・
び
わ
こ
を
守
ろ
う
」
と
原

発
の
な
い
社
会
へ
２
０
２
０
び
わ

こ
集
会
実
行
委
員
会
の
畑
明
郎
さ

ん
が
発
言
し
た
。
４
０
０
回
を
超

え
る
関
金
行
動
を
継
続
す
る
脱
原

発
は
り
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
の
菅
野
逸

雄
さ
ん
も
報
告
し
た
。

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・

人
権
・
環
境
と
全
労
連
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
、
お
お
さ
か
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
い
う
労
働
３
団
体
が
勢

ぞ
ろ
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
挨

拶
を
受
け
、
集
会
決
議
提
案
・
採

択
の
後
、
全
参
加
者
の
「
老
朽
原



発
う
ご
か
す
な
！
」
の
い
っ
せ
い

ポ
テ
ッ
カ
ー
掲
示
で
集
会
を
締
め

く
く
っ
た
。

あ
る
参
加
者
は
、
「
活
気
と
暖

か
さ
の
あ
る
、
良
い
集
会
で
し
た
。

デ
モ
の
最
後
に
大
雨
に
遭
い
、
電

車
に
乗
る
の
が
申
し
訳
な
い
く
ら

い
び
し
ょ
び
し
ょ
に
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
、
元
気
に
コ
ー
ル

し
て
、
町
行
く
方
々
に
思
い
を
届

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

発
信
の
大
切
さ
、
今
日
も
い
っ
ぱ

い
感
じ
ま
し
た
」
。
「
現
在
、
実

稼
働
中
の
原
発
は
僅
か
に
２
～
３

基
。
酷
暑
の
中
で
も
電
気
不
足
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
原
発
が

無
く
て
も
電
力
は
足
り
て
い
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
ま
す
。
」
と
。

コ
ロ
ナ
蔓
延
で
１
万
人
超
参
加

の
達
成
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
た

が
、
集
会
後
の
大
阪
御
堂
筋
１
時

間
半
の
デ
モ
は
、
後
半
灼
熱
の
太

陽
が
一
転
し
て
、
台
風
の
影
響
に

よ
る
土
砂
降
り
に
見
舞
わ
れ
、
歴

史
に
残
る
想
い
で
深
い
取
り
組
み

と
な
っ
た
。
大
弾
圧
と
闘
っ
て
い

る
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
関
生
の
沢
山
の

旗
が
、
ひ
と
き
わ
見
事
に
風
に
な

び
い
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
の
日
、
滋
賀
県
内
で
は
堅
田

駅
前
と
彦
根
の
繁
華
街
で
集
会
連

帯
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

が
行
わ
れ
、
１
０
月
７
日
に
は
第

８
９
回
脱
原
発
市
民
ウ
ォ
ー
ク
イ

ン
滋
賀
と
１
０
月
２
４
日
の
「
老

朽
原
発
う
ご
か
す
な
！
滋
賀
講
演

会
」
も
９
・
６
お
お
さ
か
に
連
帯

し
て
開
か
れ
る
。

「
９
・
６
老
朽
原
発
う
ご
か
す
な
！

大
集
会in

お
お
さ
か
」
は
、
数
々

の
困
難
を
跳
ね
返
し
て
の
集
会
で

し
た
。
ま
ず
、
当
初
準
備
し
て
い

た
「
５
・
１
７
集
会
」
が
コ
ロ
ナ

で
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
の
再
出
発
で
あ
り
、
よ
く

言
わ
れ
る
「
集
会
は
開
催
す
る
よ

り
、
中
止
の
方
が
難
し
い
」
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
実
行
委
員
会
の

皆
さ
ん
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。昨

年
９
月
発
覚
の
関
電
幹
部
の

原
発
マ
ネ
ー
疑
惑
は
、
内
部
告
発

（
さ
い
な
ら
原
発
・
び
わ
こ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

稲
村
守
）

【
「
さ
い
な
ら
原
発
・
び
わ
こ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
ニ
ュ
ー
ス
４
３
号
よ

り
転
載
。
一
部
、
省
略
。
】

で
や
っ
と
表
に
出
た
も
の
。
関
電

設
置
の
第
３
者
委
員
会
発
表
（
今

年
３
月
）
で
は
、
収
賄
は
７
５
人

に
計
３
億
６
千
万
円
以
上
に
も
上

り
、
最
高
１
億
以
上
の
現
金
か
ら

菓
子
箱
の
中
に
小
判
、
一
着
５
０

万
円
の
ス
ー
ツ
等
々
。
地
元
自
治

体
な
ど
へ
の
金
権
癒
着
は
、
３
０

年
前
か
ら
と
も
判
明
。

こ
の
よ
う
な
関
電
に
原
発
を
動

か
す
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

兵
庫
の
活
動
と
今
日
の
集
会
の

事
で
す
。
昨
年
１
１
月
初
め
か
ら
、

１
２
月
８
日
の
関
電
包
囲
大
集
会

に
合
わ
せ
て
「
姫
路
か
ら
関
電
大

阪
本
店
」
へ
の
「
老
朽
原
発
う
ご

か
す
な
リ
レ
ー
デ
モ
」
は
、
９
日

間
で
延
５
０
０
名
が
９
４
㎞
を
歩

き
通
し
た
。
こ
の
デ
モ
は
、
兵
庫

の
「
こ
わ
す
な
憲
法
！
い
の
ち
く

ら
し
！
市
民
デ
モ
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ

（
４
３
の
市
民
団
体
加
入
）
」
の

力
と
共
に
、
今
日
の
集
会
に
も
参

加
し
て
く
れ
て
い
る
、
社
民
党
、

共
産
党
、
緑
の
党
、
新
社
会
党
等

の
協
力
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
集
会
を
機
に
、
更
に
市
民
運

動
と
立
憲
政
党
の
つ
な
が
り
が

深
ま
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
で
す
。
２
０

１
２
年
夏
か
ら
始
め
た
「
関
電

姫
路
支
店
」
へ
の
毎
週
金
曜
日

抗
議
行
動
４
０
０
回
、
私
の
地

元
加
古
川
で
の
「
福
島
原
発
事

故
を
忘
れ
な
い
毎
月
１
１
日
行

動
」
も
１
０
０
回
に
。
私
た
ち

は
常
に
「
福
島
原
発
事
故
を
忘

れ
な
い
」
を
胸
に
活
動
し
、
福

島
の
子
ど
も
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
事
は
、
私
た
ち
の
責
任

と
思
い
、
街
頭
や
集
会
で
の
福

島
の
子
ど
も
支
援
カ
ン
パ
を
訴

え
て
来
た
。
８
月
末
計
１
７
７

万
円
と
な
り
、
毎
月
福
島
の
子

ど
も
キ
ャ
ン
プ
支
援
に
送
っ
て

い
る
。

関
電
を
追
い
詰
め
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
声
を
上
げ
る

と
共
に
、
ま
ず
新
電
力
に
変
え
る

こ
と
も
関
電
へ
の
抗
議
で
す
。
す

べ
て
の
原
発
を
廃
炉
に
す
る
ま
で

闘
い
を
強
め
よ
う
。

（
脱
原
発
は
り
ま
ア
ク
シ
ョ
ン

菅
野
逸
雄
）


